
CT検査・核医学検査を受けられる皆様へ 

 

放射線被ばく線量について 

 

伊那中央病院の放射線検査は、診断画像の質を維持しつつ、合理的に達成可能な限りの放射線

被ばくの低減に取り組んでおります。 

現在、医療に使用される放射線量には上限がありませんが、国内調査のもと推奨された「診断

参考レベル」と呼称される検査の適性線量値が存在します。そこで、当院では皆様に安心して検

査を受けていただけるよう「診断参考レベル」を参考に低線量における医療の提供を行っており

ます。 

下記に伊那中央病院と診断参考レベルの比較した表をお示しします。(体重 60kgを想定) 

 

ＣＴ検査 

部位 当院被ばく線量CTDI(mGy) 診断参考レベル(mGy) 比較 

□ 頭部 75 85 約 10％減 

□ 胸部 10 15 約 30％減 

□ 胸部～骨盤 16 18 約 10％減 

□ 上腹部～骨盤 12 20 約 40％減 

□ 冠動脈 80 90 約10％減  

□ 小児頭部(1～5歳) 33 47 約30％減 

・被ばく線量は 1回撮影の数値です。単純+造影(1回)の場合は上記数値の 2倍となります。 

 

核医学検査 

検査項目 使用放射性医薬品 最大投与量(MBq) 診断参考レベル 当院被ばく線量(mSv) 

□ PET-CT 18F-FDG  240 240 9 

□ 脳血流(安静/+負荷) 123I-IMP 130/260 200/300 4/6 

□ 甲状腺 123I-NaI  9  10 0.5 

□ 心筋 安静/+負荷 99mTc-tetorofosmin 420/950 900/1200 3/8 

安静 123I-MIBG  130 130 1.4 

□ 腎臓 99mTc-MAG3  400 400 1.5 

□ 骨 99mTc-MDP 880 950 4 

□ 腫瘍・炎症 67Ga 120 200 11 

・投与量(MBq)は体重や投与時刻により増減します。 

 

 


